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野本　好美

今回、わたしが南三陸町にボランティアに行って、私は被災者の方の気持ちや被災地のことをあまり何も分かっていなかったと感じました。実際に現地に行ってみて、現地の方とのコミュニケーション不足もあったと思いますが、特に現地でずっとボランティアをしている方との考え等の食い違いが、けっこう大きいように感じました。いきなりの意志疎通は本当に難しいなと感じました。また、たった1日では分かることが限られていて、被災者の方が今どういう生活をしているか、どういうところを不便に思っていて、どういうところを早く対策してほしいと思っているのか、といったことは、ほとんど分かりませんでした。ただ、余るほどの大量の水や、必要のない物資（ヒーター等）が山積みになっている現場を見て、余りものがまわりまわってこの避難所に来たような感じがして、すごく嫌な気持ちになりました。阪神大震災のときも、同じような事態がたくさんあったというのを聞いていたので、こういうのはやはり避けられないのかなと思いました。

南三陸町に行くにあたって、水を持っていったり、メッセージカードとともにお菓子を被災者の方に渡したりしましたが、実際に避難所に行くと、水はたくさんあって、余っているようでした。「水はいっぱいあるのにな」という声が聞こえてきたときは、申し訳ない気持ちにもなりました。お菓子も、思ったほど人数がいなくて、被災者の皆さんに直接渡すことは出来ず、結局まとめて渡す形になりました。そのときの被災者の方の対応や雰囲気から思ったのは、もうメッセージカードで元気を出してもらう時期をこえているのではないかということです。想像していたよりも、被災者の方たちは元気で（カラ元気かもしれないけど）、被災したことに落ち込んだりするよりも先を見すえて生活しているようでした。何とか今を生きるというのではなく、これからをどう生きていくかを考えないといけない時期なのだと、思い知らされました。だから、メッセージカードが本当に必要だったか、自信がなくなりました。だから、これから物資を送る際は、本当に必要としているものはなにか、ちゃんとした情報をしっかり集めて把握してから届けることが出来たらなと思います。
これからのBridgeとしての活動は、被災地に出向いたり、被災者の方にいろいろなものを送ったりするというよりも、神戸に避難して来られている方のサポートに徹するほうがいいのではないかと思ったりもします。これでは、Bridgeという名前に込めた私たちの思いから外れてしまうけど、今の私たちは被災地に長期間留まることもできないし、神戸（あるいはその近隣地区）に住んでいるからこそ、わかること・できることをしてあげられるのではないでしょうか。

いまの時点で、私たちが優先してしなければいけないことは、水を売ることだと思います。まわりに、水を売るというのはなかなか大変だと思うけど、メッセージ等よりも、今はその資金で本当に必要な物資などを送ることが一番だと思います。そして、いまはそういう必要なものは何かをみんなで見極められるようにしていきたいと思います。
